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 このたび、標記プログラムに参加しましたので報告いたします。 

 

１．研修期間 

平成 19 年 9 月 4日（火）～11 月 2 日（金） 

 

２．研修内容 

（１）Mortenson Center Seminar Series: 図書館経営学シリーズや実務に関する講義 

（２）New Technologies: 図書館活動で利用される最近技術に関する講義 

（３）Tours of Libraries:  

大学図書館、公共図書館、学校図書館など各種図書館および関係団体（ALA、Chicago 

Tribune 社、OCLC など）の訪問 

（４）Conference Participation:  

2007 Illinois Library Association Annual Conference および Symposium on the 

Future of ILS への参加（ILA Annual Conference での国別プレゼンテーションを含む） 

（５）Consultations With Librarians: イリノイ大学図書館員への個別インタビュー 

（６）Participation in Meetings and Local Workshops:  

イリノイ大学図書館員の Faculty Meeting やワークショップへの参加 

 

３．研修効果 

（１）アメリカの図書館事情の理解 

各種講義の受講およびイリノイ州を中心とする多くの図書館を訪問することにより、

アメリカの図書館事情について見聞を広めることができた。特に、数多く接した図書

館員の見識の広さと仕事に対する姿勢に感銘を受けた。 

（２）国際的視野の広がりと人的ネットワークの形成 

イリノイ大学図書館および訪問先の図書館員のみならず、寝食を共にしたプログラ

ム参加者との交流を通じて他国と日本の図書館の状況について比較・検証することが

できた。また、英語力の向上だけでなく、国際的視野を身につけ、英語による国際コ

ミュニケーション能力を向上させることができた。将来的に情報交換を行える人的ネ

ットワークを形成できたことは大きな収穫である。 

（３）調査研究 

   研究テーマである雑誌業務に関して、図書館員へのインタビューを行い、調査した。 

  


